
 
 

はじめに 
 
この冊子は、タイにおける HIV／AIDS 予防教育プロジェクトのための、ピア教育基礎テ

キストを日本語訳したものです。 
私たち＜ピープルズ・ホープ・ジャパン＞（PHJ）は、米国の NGO プロジェクト・ホー

プから、タイにおける本プロジェクト実施権の移管を受け、必要なテキストを整備し

2000 年からピア教育を開始しました。そしてタイ・チェンマイの 6 大学及び１８の高

専における予防教育で活用しながら、都度改訂を重ねてきました。また、隣国ベトナム

でも同様のカリキュラムで実施しています。 
実際の使用に際しては、その時点での統計データ（タイ・チェンマイ県）、現状把握に

よるケーススタディあるいは HIV 感染者からの経験談などを交え、内容を順次変更・ア

ップデートしています。 
目次をご覧いただけばお判りのとおり、この教育内容には、HIV/AIDS に関する「知

識・技術」のみならず、ピア・エデュケーター向けに「リーダーシップ」トレーニング

部分も含んでいます。 
タイでは、この教育を受けた数多くのピア・エデュケーターが巣立っていき、実社会に

おいて過去に養ったリーダーシップを発揮し、いまや各々の分野で重要な仕事をこなし

ている例も多々あります。 
タイにおいてピア・エデュケーターによるピア教育を行う時には、PHJ タイのスタッフ

の助言のもと、あるいは自分たち自身で、トピックを決め、時間内に終わるように企画

しました。 
PHJ タイのスタッフが実施する場合には、トレーニング時間によりカリキュラムをアレ

ンジします。たとえば 1、2 時間であれば、「水の交換」ゲームを通じて危険な性行為

による HIV 感染の広がり、コンドーム使用による HIV 感染へのリスクと安全性への認

識を高めてもらいます。また、「愛のイメージ」では、軽率な不安全行為をしない自覚

を持つことの大事さを理解してもらいます。 
このカリキュラムは、トレーナー、プログラム・マネージャーあるいはチーム・メンバ

ーにより、今後も必要に応じて改訂され、維持されていくことになるでしょう。 
各団体で教育を試みる場合には、本冊子をご参考にその団体ごとに独自のカリキュラム

を設定し、教育効果が最大限得られる内容にしていただくことを期待したいと思います。 
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総合目標 

HIV に対する意識や感染防止のスキルを高めることにより、青少年の HIV 感染を減らす

こと。 
 
【具体的目標】 

• HIV に対する正しい意識と知識を持ち、HIV 感染を防ぐ行動をしようとする青少

年の数を増やす。 

• ピア・エデュケーター、大学及び専門学校の教員/スタッフが、同世代の学生の

活動に対する指導方法を学ぶ。 
 

【全般的目標】 
• 活動を通して HIV/AIDS への意識と正しい知識を高める。 

• HIV/AIDS 感染予防の為に使用するコンドームや安全な性行為に対する正しい知

識を高める。 

• ライフスキルを開発する：意思決定スキル、コミュニケーションスキル、交渉ス

キルなど。 

• HIV/AIDS の知識を伝える有効なピア・エデュケーターになるためのリーダーシ

ップスキルを開発する。 

• パートナー大学、専門学校、中等学校間のネットワークを広げる。 
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